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16．細気管支肺胞癌のFDG・PET
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　細気管支肺胞癌（BAC）のFDG－PET所見および肺

腺癌の分化度とFDG集積との関連について検討し

た．対象は術前にFDG－PETを施行した肺腺癌患者29

例（30病変）で，全例術後病理学的な分化度が検索さ

れている．FDG集積程度の評価は，視覚的なgrading

およびSUVにより行った．7例のBACのうち，4例

はFDG－PET上偽陰性を示した．これに対し23例の

non－BACのうちFDG－PET上偽陰性を示したのは1例

のみであった．視覚的なscoreの平均値は，　BACの

ほうがnon－BACよりも有意に低値を示した．　SUVは

BACが最も低く，高分化型，中分化型と分化度が低

くなるに従いSUVは高値を示した．以上のことよ

り，肺腺癌のFDG集積は分化度と関連があり，分化

度が最も高い細気管支肺胞癌はFDG－PET上偽陰性を

呈する可能性が高いことが示唆された．

17．9’｝mTc・MIBIによる腫瘍の多剤耐性の評価　イン

　　ビトロおよびインビボでの基礎的検討

小西　章太　　絹谷　清剛　　横山　邦彦

道岸　隆敏　　利波　紀久　　　（金沢大・核）

　99mTc－MIBIによる腫瘍の多剤耐性の評価の有用性

を検討した．P388マウス単球性白血病細胞のP－gp

（＋）株，P－gp（一）株5×IO6個を培養液中でMIBIお

よびTlと24°Cでインキュベーションし，各時間で

の結合率，洗い出し，モジュレータの効果を検討し

た．P－gp（＋）株のMIBIの取り込み，洗い出しはP－

gp（一）株に比べて低く，またベラバミルによってP－

gp（＋）株のMIBIの取り込みが充進した．一方Tlに

ついては差がなかった．また担癌ヌードマウスのTl

とMIBIによるイメージング，オートラジオグラ

フィ，生体内分布評価を行ったところ，P－gp（＋）株

へのMIBIの集積はP－gp（一）株に比べて低く，T1の

取り込みは差がなかった．以上からMIBIは腫瘍細胞

の多剤耐性の評価に有用であると考えられた．
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　転移性肝癌の動注療法において，MAAの腫瘍集積

程度と腫瘍縮小率（TR）との関連性について検討し

た．対象はリザーバーを留置した転移性肝癌25症例

（42病巣）で，方法はMAA　185　MBq／5・mlを5分間か

け動注した後SPECTを撮像した．腫瘍へのMAAの

集積程度は，視覚的に高集積群（HG）および中～低集

積群（M－LG）の2群に分類した．また，横断像上病

巣と周囲の肝にROIを設定し，　TINを算出した．一

方，肝臓治療直接効果判定基準に従ってTRを算出

し，治療効果を判定した．HG（25病巣）のTRは，　M－

LG（17病巣）のTRと比較し，有意に高値を示した．

さらに，治療効果PR＋MR群（13病巣）のT／NはPD

群（19病巣）のTINよりも有意に高値を示した．以上

の結果から，リザーバーから注入したMAAの集積程

度をSPECTで評価することにより転移性肝癌の動注

療法効果の予測が可能であると思われた．

19．悪性リンパ腫の腹部病変における6’Ga　SPECTに

　　よる再検討

堀安裕子　横山邦彦　絹谷清剛
小西　章太　　利波　紀久　　　（金沢大・核）

　悪性リンパ腫のstage分類は主にCTでなされてい

るが，治療効果の判定や経過観察にはGaシンチグラ

フィも広く用いられている．Gaは腸管への生理的集

積が障害となり，腹部病変の検出率が低いと過去に

報告されている．今回SPECTにより腹部病変に関し

てどのような情報が付加されるか，67Gaシンチグラ

フィの再評価をCTとの比較で行った．対象は腹部

SPECTが施行された132検査中ほぼ同時期（2週間以

内）にCTが行われた102検査，75症例とした．67Ga
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